
硬膜移植後Creutzfeldt-Jakob病の臨床的特徴の検討

解 説

1. 硬膜移植後Creutzfeldt-Jakob病（dCJD）の非プラーク型は典型的孤発性
CJDに類似した臨床病型を呈するのに対し、プラーク型は緩徐な進行で、
早期から小脳失調がみられ、PSWCsの出現頻度が低かった。

2. コドン219多型EK群（グルタミン酸[E]とリジン[K]のヘテロ）の硬膜移植か
ら発症までの潜伏期間はEE群（グルタミン酸[E]のホモ例）と比較して有意
に長く、EKヘテロ接合はdCJDの発症を遅らせる可能性が考えられた。
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